
 
 
 
 
 
 
 

第 1733 回例会 

平成 25 年 1 月 28 日(月) 
海南商工会議所 ４F 12：30～ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．ゲスト紹介           角谷 勝司 様 
４．ビジター紹介   和歌山南 RC  前窪 貫志 様 

和歌山北 RC  初田 隆生 様 
５．出席報告 

会員総数 53 名 出席者数 35 名 

  出席率 66.04％ 前回修正出席率 79.25％ 

 

６．会長スピーチ      会長 花田 宗弘 君 

先週 25 日に会長経験者会議が

あり、13 名の方に出席頂き、今後

の会の運営につき多くの貴重な

意見を頂きました。概略を報告い

たします。理事会で協議の上、即

刻実施したいと思います。 

・Eクラブにつき、現在 2640 地区

に二つの Eクラブがあり、各ク

ラブ共、会員増強に苦労してい

る中、会員が急速に増え続けていますが、従来のク

ラブと比べて活動内容が良く分からないところが

多いので、一度、会長に卓話に来て頂いて話を聞か

せてもらいたい。 

・例会時には貴重な時間を割いて出て来てもらってい

るのですから、出来るだけ多くの会員に話してもら

えるよう、少なくとも夜間例会には全員に話す機会

を与えてはどうか。 

・例会時には卓話を聞くだけでなく、もっとクラブと

してどのような奉仕活動をするかの話し合いの場

としたい。 

・新しい会員に早くロータリーの知識を習得してもら

うため、ベテラン会員の隣に座ってもらうことにし

ては。 

・「ロータリーの友」の読後感を話し合う機会を設け

たい。 

・ＩＤＭは、少人数でじっくり話し合う良い機会なの

で回数を増やしてはどうか。半期 2回、年 4回。今

期はあと 2回、2月と 5月、１回は年齢別、２回目

は混合グループとしたい。 

・クラブ活動計画書は、前年度に各委員会の予定者会

議を持ち合意の上で作成するようにしたい。 

・次年度から始まる財団の夢計画の参画は、1クラブ

だけでは負担が大きいので、協力クラブに働きかけ

共同で実施できる案を作成し、今年度中に申請手続

きを取りたい。 

机の上に今回、フィリピンに持参する日本紹介の本

を置いていますので見て下さい。 

 
７．幹事報告         幹事 中西 秀文 君 
○例会臨時変更のお知らせ 
橋本紀ノ川 RC  1 月 29 日（火）→1 月 27 日（日） 

 ラミ ダンファンス アラメゾン 
（新年親睦家族例会） 

 和歌山東南 RC  2 月 20 日（水）→2 月 22 日（金） 
18:30～ ダイワロイネット H 

 （和歌山南 RC との合同例会） 
 和歌山南 RC   2 月 22 日（金）→2 月 22 日（金） 

18：30～ ダイワロイネット H 
 （和歌山東南 RC との合同例会） 

○休会のお知らせ 
 海南 RC  1 月 30 日（水） 
 新宮 RC  2 月 6 日（水）  
○２月のロータリーレート 
１＄＝８８円 

 
８．委員会報告   
○ロータリー情報規定委員会 委員長 宇恵 弘純 君 
 ＩＤＭを 2 月に開催します。テーマは①楽しい例会

づくりについて②例会出席の服装について（私服：今

までどおりで良いか）③新入会員の例会時の席につい

て（１年未満）④増強・退会防止（特に新入会員）⑤

その他です。各組のリーダーの方は日程調整をお願い

します。 
○国際奉仕委員会 
 ＷＣＳの視察を 3 月 14 日（木）～17 日（日）に計

画しています。ご参加いただける方は、是非、よろし

くお願いします。 
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９．ゲスト卓話          角谷 勝司 様 

 本日はお招き頂き有難うご

ざいます。当クラブに入会さ

せて頂き、自分の人生の約半

分に当たる年月を、ロータリ

ーの皆様とお付き合いさせて

頂き、そしてロータリーの皆

様から教わったご指導やご鞭

撻に対して、改めてお礼を申

し上げます。長年のお付き合

いで、何もかもわかっている皆様方の前で特にお話す

ることはありませんが、あると言えば、子どもの頃 生
きていくのに困る貧乏な生活を十年余り体験してま

いりました。 
 今 自分の人生を振り返ってみて、子どもの頃の貧

乏な生活体験と、母の子育ての後姿を見て、遊びたい

時期に遊べず、常に危機意識を感じながら育ったこと

です。世の中 貧乏を体験したから必ず成功するのか

というと、そうではなく、逆に金の亡者になり人生で

失敗した人も多くあります。今思えば、金の亡者にな

らずに歩んでこられたのは、人に喜ばれる人生を歩め

と母から教えられたことが、歳をとることで少しずつ

理解できるようになりました。迷いや悩みや困難に遭

うと、今でもこの言葉を思い出して、反省を繰り返し

て、人生を送っております。また、家計を助ける為に、

当時商人だった叔父に、読み書きソロバンができて、

商いの見習いを真面目に務めれば商人として独立も

できるとアドバイスを受け、何もわからぬままに商い

の道に入り、社会人になった初めの頃は、自分は商い

の道には向いていないのではないかと思い、何度もや

めようと迷ったのですが、母の悲しむ顔が目に浮かび、

何度か思い直し、このままではいけないと覚悟を決め、

初めて勇気らしい行動に出てみました。苦しみや困難

から逃れる手段として、死ぬ思いで前向きに考えを変

えて、勇気を出してみて、初めて自分の人生が明るく

見えてくるようになり、勇気を出してやる気を出せば

道が開けてくることに初めて気が付きました。社会人

になった時に、常に叔父から言われていたことは、人

生は死ぬまで勉強だと教わってきました。 
そして、この年になり、その通りだと思うようにな

り、人生の最後まで感謝の心を忘れずに、時間を大事

にして残りの人生を大事に生きてまいりたいと思っ

ております。自分の人生は自分の力で生きて育ってき

たと思うのは大間違いで、本当は人と人の出会いの中

で、人に教えられて、そして自分の知恵が育ってきた

ことに気が付き、この度 会社で社員にもわかりやす

いように、仕事の合間を見て、自分の人生体験を川柳

風に単行本にまとめてみました。本日の卓話の中で、

その一部をお話させて頂き、時間の足りない所は、ご

希望の方があれば この本を贈呈させて頂きますので、

お持ち帰り頂き、時間つぶしにお読み頂ければ幸いで

ございます。 
一、信念 ぶれない軸をもつ  

流されずに生きる。 

  人生は 己の懐に 貯金せよ 人の心に 

●信念とは 行動指針の よりどころ 

●信念を もたない人は 惑わされ 

●信念は ぶれたらあかん 片時も 

●信念が あればできる 絶対に 

二、幸福 幸せは連鎖する 

いかに連鎖が生まれるか。 

幸せは 巡りめぐって やってくる  

精いっぱい 人に喜び 与えよう 

●人はみな 支えられて 生きている 

●人はみな 奉仕の心に 育てられ 

●人と人 共に生きると 恵まれる 

●幸せは みんなで一緒に つかむもの 

三、素直  成長の素地 

素直の効用とは。 

幸運は 素直な心が 招き寄せ  

人の道 素直じゃないと 学べない 

●素直さと 純な思いで 伸びていく 

●アドバイス 素直に聞いてやってみよ 

●明るくて 元気な顔が 福を呼ぶ 

●毎日が 貴重な経験と 心せよ 

四、務め 自分の役割 

社会人の基本的心構え。 

人生は 心が弱いと 流される 

人生は 心が弱いと 暗くなる  

●人間は 学んで試して 知恵が出る  

●困ったさん 大事なことに気づかない  

●怠け者 なにをやっても つまらない 

●幸運は やる気があると 寄ってくる 

五、意識 働く喜びを知る 

仕事にどう向き合うか。 

言い訳で 逃げようとする 悪いクセ 

わかりました 返事はいいがわかってない 

●まず仕事 遊びはあとに とっておけ 

●見えないと 思ったウソが見えている 

●後ろ向き 悩んだだけで 何も得ず 

●自分から 限界つくって 落ちこぼれ 

六、困難 直面する課題 

困難との向き合い方。 

困難は 神さまからの 贈り物 

逆境に 明るく強く 立ち向かえ 

●困難に 直面したときこそ 希望もて 

●くじけるな 勇気をもって 事を成せ 

●暗闇を くぐったあとに 実りあり 

●不況時は 腰を据えて 自己鍛錬 

浴びて元気になる 掛け流し川柳・その１ 

【悔いなく生きる編】 

●感謝して 人の心に 貯金せよ 

●備えとは 無形の財産 殖やすこと 

●神頼み 強く念じて 功奏す 

●恩返し 忘れない人が 慕われる 

●運命は 小さな努力で 変わるもの 

●強運は やる気があると 寄ってくる 

●どこまでも 正しいことは 筋通せ 

●大丈夫 自信と過信は 紙一重 

●言い訳は 百害あって 一利なし 



●言い訳を ぐっと飲み込み まず反省 

●やったるで！ 熱い思いが 元気の素 

●あきらめない！強い気持ちが窮地を救う  

●型破り 誰もやらない ことをやれ 

●古いものためこんでみても邪魔なだけ 

●我を張って 共生できずに 自滅する 

●ラクすれば 老後が来てもラクできず 

●身の丈の 暮らしが自分に 味方する 

●人生は 生き方次第で 変化する 

 

10．閉会点鐘 

 
次回例会 

   第 1733 回例会 25 年 2 月 4 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 18：30～ 

夜間例会 お誕生日・結婚記念日お祝い 
 
 
 

 

吉田 昌生君  角谷さん、卓話ありがとうござい

ます。和歌山県の観光ホームペー

ジのかやま古事記、日本書紀の旅

を監修しました。一度ご覧下さい。 
花田 宗弘君  角谷さん、卓話有難うございます。 
中西 秀文君  角谷さん、卓話有難うございます。 
岸  友子君  角谷さん。本日は卓話有難うござ

います。 
 

２月 プログラム 
（世 界 理 解 月 間 ） 

４日（月）18：30～ 夜間例会 

 お誕生日 結婚記念日お祝い 

11日（月・建国記念日）休会 

18日（月）12:30～ ゲスト卓話 

青少年交換留学生 中野 華子 様 

25日（月）12:30～ ゲスト卓話  

地区国際奉仕委員長 山本 唯二 様 

 
 
 
 
 

ロータリー財団の未来の夢計画 
未来の夢計画は、ロータリー財団のイニチアチブと

して進められておりますが、実際は、ロータリーの戦

略的イニシアチブとして、大変重要なものです。戦略

的な優先事項を通じ、私たちはロータリーの長い歴史

を基礎とし、現在、未来のロータリアン、寄付見込者、

私たちが奉仕する地域と受益者のニーズをしっかり

と捉えていきます。リーダーと未来の夢委員会は、こ

の未来の夢計画がこのような意図した結果をもたら

せるよう、計画の成功のために尽力しています。 

未来の夢計画は、多くの望ましい結果をもたらすと

期待されています。ク

ラブがより強く、革新

性と柔軟性を備えれ

ば、ロータリーへの認

知度と公共イメージ

の向上につながりま

す。また、長期的な影

響をもたらす奉仕プロジェクトを実施することによ

り、入会者と寄付が増え、奉仕活動における協力関係

を強化することができます。究極的に言えば、これら

の結果は、地元や海外の地域のニーズを捉え、クラブ

と地区が今までとは違った方法を導入することによ

って達成されると言えます。 

ロータリー財団は、

過去 10 年間で、相当

な数のマッチング・グ

ラントを処理するよ

うになりました。つま

り、ロータリアンが人

道的プログラムの価

値を大きく評価するようになったということです。そ

の一方で職員は書類の処理に大変な時間を費やすこ

ととなり、財団の成功の犠牲者となってしまったとい

うわけです。そこで、当時のカルロ・ラビッツァ管理

委員長が、会計・コンサルティングを専門とする KPMG

社に委託して、人道的プログラムの調査を実施するこ

とにしました。この調査の結果、管理委員会は現行の

モデルでは長期的な成功が望めないという結論に至

りました。これが、未来の夢計画を始める大きな契機

となったのです。KPMG 社による調査報告では、以下

のような重要な事柄が浮き彫りになりました。 

1.財団は、承認した補助金 1件につき、約 1,500 ドル

の経費を費やしています。つまり、小額の補助金の処

理にかかる費用が、補助金額を上回っています。これ

を受け、管理委員会は、業務経費の見直しを図ること

の必要性を認識しました。 

2.財団が最も重要としている奉仕活動に戦略的な焦

点を当てる必要があることが明らかとなりました。管

理委員会は、寄付をするロータリアンに納得してもら

える活動を実施しつつも、地域にもっと大きな影響を

与える活動を行う必要性があることを認識しました。

財団は、焦点をさらに明確にしたアプローチを取らな

ければならない時期に来ていました。調査の結果を受

け、管理委員会は財団の補助金モデルを体系的に見直

し、財団の将来を真剣に考え始めました。財団プログ

ラムの戦略的分析も含まれていました。管理委員会と

未来の夢委員会は、すべてのプログラムと奉仕プロジ

ェクトの見直しを行い、どのような分野が重要である

かを見極める作業を行いました。プログラムの評価や

アンケートをお願いし、その結果を基に財団は、未来

の夢の最優先事項と 6 つの重点分野を決定しました。

その後これらのコンセプトは RI 理事会および規定審

議会によって承認・支持されました。未来の夢を成功

させるために、ぜひ皆さまのご協力をお願いいたしま

す。変化の必要性、そして、未来の夢が財団の将来に



とって好ましい結果を生むということを説明いただ

きたいと思います。これはロータリーにとって大きな

変革です。それに伴い不安感が生じていることも十分

認識しております。この未来の夢に伴う変化は、ロー

タリーにとって長期的な恩恵と発展をもたらすもの

であると確信しています。 

未来の夢は現在、試験段階にあります。試験地区の

方々に聞けば、素晴ら

しい成功談を教えて

くれるでしょう。また、

試験段階に参加して

いない地区に対して

は、未来の夢について

一貫した情報とリソ

ースを提供する必要

があります。そして皆さまには、クラブや地区におい

て、未来の夢の力強い支援者となっていただきたいと

思います。未来の夢に伴う変化のすべてにご賛同いた

だけない部分もあるかと思いますが、この変化によっ

てもたらされるプラス面について、一貫したメッセー

ジを発信していただけますようお願いいたします。現

在、ロータリーのプロジェクトの大半が、クラブや地

区によって、財団からの補助金を受けずに実施されて

います。ロータリー財団が活動に授与する金額は、年

間 1億ドルのみであり、これは数多くのロータリアン

の活動から見たら、氷山の一角にすぎません。何千も

の地元・海外におけるプロジェクトは、財団からの補

助金を受けずに実施されています。すべてのプロジェ

クトの価値は、年間で、少なくとも総額 5億ドルから

10 億ドルに上ると推定されています。管理委員会は、

財団の限られた資金を、大きな影響を与えられ、長期

的で測定可能な結果をもたらすプロジェクトに利用

すべきだと考えました。 

計画段階初期で、財団はさまざまなアンケート調査、

研究、分析を実施しました。この作業を通じ、2007

年、「80 対 20 コンセプト」が誕生しました。従来の

プログラムでは、財団の年次プログラム基金のうち

（ポリオを除く）、長期的で大きな影響をもたらす活

動に充てられた資金は 20％のみだったのに対し、

80％が比較的短期で影響の少ないプロジェクトに充

てられていたことが分かりました。このコンセプトに

おける目標は、20％と 80％の割合を逆転させ、基金

の 80％を長期的でより影響力の大きなプロジェクト

に充当する、というものです。このコンセプトの下、

「新地区補助金」と「グローバル補助金」の資金モデ

ルが採用されました。また、財団はロータリアンに対

し、「財団の 100 周年を迎える 2017 年に、財団はどの

ような姿になっているべきか」という質問も投げかけ

ました。未来の夢計画を進める上で重要となった答え

を以下のとおりです。 

•ポリオのない世界、ポリオのないロータリーが実現。

これにより、ロータリーが世界的偉業を達成したと

して認識される一方、ポリオ・プラス補助金のよう

に手続きがシンプルで、かつ高額の補助金がなくな

るため、寄付に影響が及ぶ可能性がある。 

•戦略パートナーとの協力を含む、より焦点を絞った

重要な奉仕活動の展開。 

•寄付者基盤が成長することによる寄付の増加。 

•補助金申請の手続きの簡素化と、申請から補助金授

与までの時間の短縮。 

財団は、以下の 5つの優先事項を達成するための新

しいモデルを試験し、評価しています。 

•プログラムと手続きの簡素化 

•ロータリアンによる奉仕活動の重点化 

•地元や海外での奉仕活動の支援 

•地区により大きな決定権 

•特に 6 つの重点分野におけるロータリーの公共イメ

ージの向上 

ロータリアンのニーズと期待に応えるこのイニシ

アチブは、多くの関係者の協力によって前進してきま

した。皆さまの中にも、準備・開始段階から積極的に

参加されている方がいらっしゃると思います。現在、

3年間の試験段階の2年目が終了しようとしています

が、今後の成功には皆さまからの協力が不可欠となり

ます。未来の夢計画の試験段階において、財団はまず、

ロータリアンの全体的な満足度を調べています。これ

には、財団の活動に対するロータリアン個人の参加度、

クラブや地区の参加度、寄付に加え、ロータリアン全

般、寄付者、補助金受領者、受益者の満足度が含まれ

ます。次に、財団はプロジェクトの質と、6つの重点

分野との関連性を評価しています。これにより、地域

に確実に恩恵がもたされているか、プロジェクトが持

続可能なものであるかを確認します。3つ目に、手続

期間の短縮が図られているかについて、補助金の申請

から支給までの時間が、意図した時間内に収まってい

るかを確認しています。試験段階中、手続きを簡素化

し、補助金管理のソフトウェアを導入することによっ

て、財団がどれだけ迅速に申請を処理できるかを詳し

く調査しています。4つ目に、非営利団体の評価を専

門とする第三者の機関に依頼し、財団運営上の効率を

調査しています。財団は、会員、寄付者、協力団体に

対して好ましいメッセージを発信し、常に高い評価を

受ける奉仕団体として認識されるよう尽力していき

ます。最後に、適切な資金管理です。未来の夢を成功

に導くには、財団の持つ資産を維持するための適切な

資金管理が必要となります。財団のリーダーは、補助

金管理において、その目標を達成するために、適切な

資金管理方法を導入していきます。皆さまのご尽力に

心から御礼申し上げます。財団管理委員会より、未来

の夢の全地区移行に向けて、引き続き皆さまのご協力

とご支援をお願い申し上げます。 
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